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連　絡　先
ホ ー ム ペ ー ジ

TEL：054-264-5614　FAX：054-264-5615
https://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/pharmeng/

アピール
ポイント

キーワード

薬物治療に繋がる製剤・DDS(Drug Delivery System)
の研究開発 

近藤 啓薬学科（創剤科学分野）

　近年、低分子化合物の他、中分子化合物、抗体、核酸・遺伝子、細胞などの新しいモダリティの
研究が進められているが、これらのモダリティを薬物治療に用いるには製剤・剤形化が必須である。
機能性添加剤の創製、新たな製剤製造装置の開発、分析技術の進展により、製剤・剤形化技術が取
り得る選択肢は拡大しており、技術確立における基礎研究の重要性は増大している。我々は従来の
粉体工学に加え、電界紡糸法で調製したナノファイバーの医薬品への応用、レオロジー解析に基づ
いた製剤特性の処方設計へのフィードバックなどの新たな取り組みにより、添加剤機能や造粒工程
の定量的評価を可能にするとともに、難吸収性物質の吸収改善、液剤・スプレー剤の滞留性向上の
可能性を示している。新規製剤・剤形化技術の開発を通して、患者に届くモノづくりを念頭に置い
た基礎研究を展開している。 

製薬企業で 25 年に亘り製剤研究に取り組んできた経験を活かして、製品開発
に繋がる製剤設計、技術研究を進めます。 

こん どう   ひろむ

製剤設計、薬物放出制御、DDS(Drug Delivery System)、
新規剤形開発、吸収改善、レオロジー、ナノファイバー 
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薬物治療に繋がる製剤・DDS(Drug Delivery System)
の研究開発 

近藤 啓薬学科（創剤科学分野）

　近年、低分子化合物の他、中分子化合物、抗体、核酸・遺伝子、細胞などの新しいモダリティの
研究が進められているが、これらのモダリティを薬物治療に用いるには製剤・剤形化が必須である。
機能性添加剤の創製、新たな製剤製造装置の開発、分析技術の進展により、製剤・剤形化技術が取
り得る選択肢は拡大しており、技術確立における基礎研究の重要性は増大している。我々は従来の
粉体工学に加え、電界紡糸法で調製したナノファイバーの医薬品への応用、レオロジー解析に基づ
いた製剤特性の処方設計へのフィードバックなどの新たな取り組みにより、添加剤機能や造粒工程
の定量的評価を可能にするとともに、難吸収性物質の吸収改善、液剤・スプレー剤の滞留性向上の
可能性を示している。新規製剤・剤形化技術の開発を通して、患者に届くモノづくりを念頭に置い
た基礎研究を展開している。 

製薬企業で 25 年に亘り製剤研究に取り組んできた経験を活かして、製品開発
に繋がる製剤設計、技術研究を進めます。 

こん どう   ひろむ

製剤設計、薬物放出制御、DDS(Drug Delivery System)、
新規剤形開発、吸収改善、レオロジー、ナノファイバー 
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連　絡　先 TEL：054-264-5779
E-Mail：junkokuro@u-shizuoka-ken.ac.jp

アピール
ポイント

キーワード

個人別薬物療法に寄与することを目標とし、薬の効き方に
おける男女の違いに着目した研究 

黒川 洵子、坂本 多穂薬学科
（生体情報薬理学分野）

男女差は、疾病の予防・診断・治療・予後のあらゆる場面で関わってきます。
下記特許の技術移転先企業を探しています。ご興味のある企業様はご連絡ください。
・「心筋細胞型判定システム、心筋細胞型判定方法」特許第 7164862 号 

くろ かわ じゅんこ　さか もと  かず  ほ

　薬の効き方や副作用は男女で異なることが知られている。この原因としては、もともと男女で生体
機能に違いがあることに加え、過去に行われた男性中心の医薬品開発の結果生じた2次的なものもあ
る。特に、医薬品によって生じる心臓機能の異常は生命に関わる深刻な副作用であるにも関わらず、
いまだ開発早期での予測は難しい。そこで、我々は、男女差を反映した細胞モデルを構築して、医薬
品の開発、疾病の治療・予防戦略に貢献する事を目指している。アプローチ法は、ヒトイオンチャネ
ル機能解析、ヒト iPS 細胞由来心筋細胞の機能解析、動物モデルによる機能解析であり、保有してい
る技術は、パッチクランプ法・蛍光イメージングに加え、拍動心筋表面の超高速ビデオ画像から動き
ベクトルを定量解析する手法である。現在、健常二卵性双生児の男女から樹立した iPS 細胞や性決定
遺伝子改変マウスや病能マウスモデルを用いて染色体由来の性差メカニズムを解析する実験系の構築
を進めている。 

性差、循環器、iPS 細胞、ヒト細胞、薬剤安全性、

し   みず   さと    し　　  こ    だま　まさ   み

清水 聡史、児玉 昌美

薬理学、シミュレーション、自律神経系、抗がん剤 

ヒト i ＰＳ細胞由来分化心筋細胞を用いた心毒性評価系のイメージ
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個人別薬物療法に寄与することを目標とし、薬の効き方に
おける男女の違いに着目した研究 

黒川 洵子、坂本 多穂薬学科
（生体情報薬理学分野）

男女差は、疾病の予防・診断・治療・予後のあらゆる場面で関わってきます。
下記特許の技術移転先企業を探しています。ご興味のある企業様はご連絡ください。
・「心筋細胞型判定システム、心筋細胞型判定方法」特許第 7164862 号 

くろ かわ じゅんこ　さか もと  かず  ほ

　薬の効き方や副作用は男女で異なることが知られている。この原因としては、もともと男女で生体
機能に違いがあることに加え、過去に行われた男性中心の医薬品開発の結果生じた2次的なものもあ
る。特に、医薬品によって生じる心臓機能の異常は生命に関わる深刻な副作用であるにも関わらず、
いまだ開発早期での予測は難しい。そこで、我々は、男女差を反映した細胞モデルを構築して、医薬
品の開発、疾病の治療・予防戦略に貢献する事を目指している。アプローチ法は、ヒトイオンチャネ
ル機能解析、ヒト iPS 細胞由来心筋細胞の機能解析、動物モデルによる機能解析であり、保有してい
る技術は、パッチクランプ法・蛍光イメージングに加え、拍動心筋表面の超高速ビデオ画像から動き
ベクトルを定量解析する手法である。現在、健常二卵性双生児の男女から樹立した iPS 細胞や性決定
遺伝子改変マウスや病能マウスモデルを用いて染色体由来の性差メカニズムを解析する実験系の構築
を進めている。 

性差、循環器、iPS 細胞、ヒト細胞、薬剤安全性、

し   みず   さと    し　　  こ    だま　まさ   み

清水 聡史、児玉 昌美

薬理学、シミュレーション、自律神経系、抗がん剤 

ヒト i ＰＳ細胞由来分化心筋細胞を用いた心毒性評価系のイメージ
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安全・簡便・短工程有機合成を指向した新手法・新
反応・新触媒の開発 

眞鍋 敬薬科学科（医薬品化学分野）

　当研究室では、安全・簡便・短工程有機合成の実現を目指して、主に以下の化学合成反応の開発を
行っています。
（１）安全・簡便有機合成の実現を指向した、毒性ガス（CO,SO  など）の代替化合物（等価体）を用
　　  いる反応
　　  　当研究室で開発した一酸化炭素等価体を活用することにより、一酸化炭素ガスを直接利用する
　　  反応操作よりも、安全かつ簡便に化学反応を実施できます。また、二酸化硫黄等価体を活用す
　　  る合成法も研究しています。
（２）短工程有機合成の実現を指向した、位置選択的活性化を活用する多段階ワンポット反応
　　  　当研究室で開発した配位子 (DHTP) を利用する遷移金属触媒反応により、これまでに例のない
          反応加速と位置選択性を実現できるようになりました。その結果、多段階合成をワンスポット
         で実現する多置換複素環合成法を開発できました。 

ま    なべ    けい

アピール
ポイント

キーワード

https://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/yakka/ホ ー ム ペ ー ジ

本研究内容についてご興味のある方は、地域・産学連携推進室までご連絡ください。
TEL：054-264-5124　E-Mail：renkei@u-shizuoka-ken.ac.jp（ （

有機合成化学、触媒、遷移金属、一酸化炭素、複素環、
配位子、二酸化硫黄、クロスカップリング、カルボニル化 

当研究室で開発した一酸化炭素等価体および配位子は、どちらも現在市販
されていますので、容易に利用することができます。 

2
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　　  　当研究室で開発した配位子 (DHTP) を利用する遷移金属触媒反応により、これまでに例のない
          反応加速と位置選択性を実現できるようになりました。その結果、多段階合成をワンスポット
         で実現する多置換複素環合成法を開発できました。 

ま    なべ    けい
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当研究室で開発した一酸化炭素等価体および配位子は、どちらも現在市販
されていますので、容易に利用することができます。 
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海底貯蔵によるワインの熟成メカニズムの解析

寺田 祐子食品生命科学科
（食品化学研究室）

E-Mail：yukoterada@u-shizuoka-ken.ac.jp

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/labs/foodchem/

　2010年にヨーロッパのバルト海で、沈没船から170年前のワインが発見されました。引き揚げら
れたワインはおいしく飲めることが明らかとなり、神秘的でロマン溢れるワインがオークションにか
けられると、一本数百万円で落札されました。これをきっかけに、世界各地でワインを海底に沈める
試みがなされています。
　海底熟成ワインはプレミアム感のある希少なワインとして、高額で取引されていますが、海底熟成
によるワインのおいしさや成分の変化について、科学的なエビデンスは報告されていません。ダイバ
ー、ソムリエ、バーテンダー、県内研究所と協働し、海底熟成による香りと成分の変化を明らかにす
ると共に、熟成メカニズムの解析を進めてきました。
　本研究は、海底熟成ワインに科学的エビデンスを与えると共に、海を活用した食品の新たな熟成技
術へと発展することが期待されます。

てら    だ　  ゆう   こ

連　絡　先

アピール
ポイント

キーワード
ワイン、海底熟成、酒、フレーバー、おいしさ、

食品加工、熟成

私たちは、海底熟成による香り、成分の変化を明らかにすると共に、海底熟
成中に進行する化学反応メカニズムを世界で初めて提案しました（日本食品
科学工学会 第 71 回大会にて発表予定）。

ホ ー ム ペ ー ジ
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けられると、一本数百万円で落札されました。これをきっかけに、世界各地でワインを海底に沈める
試みがなされています。
　海底熟成ワインはプレミアム感のある希少なワインとして、高額で取引されていますが、海底熟成
によるワインのおいしさや成分の変化について、科学的なエビデンスは報告されていません。ダイバ
ー、ソムリエ、バーテンダー、県内研究所と協働し、海底熟成による香りと成分の変化を明らかにす
ると共に、熟成メカニズムの解析を進めてきました。
　本研究は、海底熟成ワインに科学的エビデンスを与えると共に、海を活用した食品の新たな熟成技
術へと発展することが期待されます。

てら    だ　  ゆう   こ

連　絡　先

アピール
ポイント

キーワード
ワイン、海底熟成、酒、フレーバー、おいしさ、

食品加工、熟成

私たちは、海底熟成による香り、成分の変化を明らかにすると共に、海底熟
成中に進行する化学反応メカニズムを世界で初めて提案しました（日本食品
科学工学会 第 71 回大会にて発表予定）。

ホ ー ム ペ ー ジ

有用蛋白質の探索と、蛋白質の機能改変 

伊藤 創平
食品生命科学科
（食品蛋白質工学研究室）

TEL：054-264-5576

https://www.tanpaku-lab.com/

　蛋白質や酵素は、その多様な機能性から医療・食品・エネルギーなど幅広い分野で活用されてきま
した。しかし、これらは生物由来の物質であるため、十分な生産性や安定性の確保が難しく、研究開
発にかかるコストの高さが課題とされています。一方で、近年急速に拡大している遺伝子配列などの
生物学的データベースの活用が、こうした課題の解決策として注目を集めています。私たちは、研究
者の多様なニーズに応じて膨大なデータを解析・活用できる独自のデータマイニング手法を開発し、
それにより多数の共同研究を実施してきました。こうした取り組みによって、酵素や蛋白質の高機能
化や新たな機能の付加に成功しています。現在、食品蛋白質工学研究室では、バイオマスを起点とし
た有用物質の生産や、機能性化合物の創出、さらに非天然型アミノ酸の導入を通じた酵素・蛋白質機
能の拡張など、革新的な研究に取り組んでいます。詳細については、研究業績や知的財産をご確認い
ただくか、本学地域・産学連携推進室までお問い合わせください。

いとう　   そう  へい

連　絡　先
ホ ー ム ペ ー ジ

アピール
ポイント

キーワード
インシリコスクリーニング、酵素機能改変、酵素

酵素・蛋白質改変に関する豊富な実績（2018 年以降）、企業と共同：特願
2023-507053、特願 2021-133138、PCT/JP2022/045987、特願 2021-20
5526、PCT/JP2023/036168、他大学と共同：特開 2019-199472、特願 20
22-137309、本学単願：特許第 740116 号、特願 2022-162218
出願前譲渡 4 件 

工学、構造生物学、配列解析、AI デザイン
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